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鑓大野更紗さんの講演
誰もが地域で ､ 生きて ゆく

- r共生社会J の実現の ために ｡

鑓r条例の会 仙台｣ の活動紹介

■ 陣音当事者の差別体験発表
楽発育希望の 方は事紺 こご連絡 くだ古 い ｡

仙台市シルバ ー センタ ー 7 ■･需1 相 生

宮城県仙台市青葉区花京院1 - 3 - 2

広周辺;茎路が大 わ 撼します ので ､ 公共交 調 印をご利用くだ己 い .
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★ この事集は｢ みやぎ生協こ - 粛まつ とわ ー く助成金｣ の助成を受け て実施して います｡ ｡ e s 帥 ｡ y 亡 払 . ■T ｣ -



1 堅牢｣ 大野 更紗 ‡ん
鮎 が

讐芸認諾妄硯｡ た 批
大野モ紗(おおの ･ さらさ)

1 9 8 4 年福島嘱生まれ ｡ 作家･ 難病当事者｡ 2 0 0 8 年上智大学外国語学部フラン ス

語学科卒｡ ミャ ンマ ー ( ビル マ) 難民の支援と研究を志して同大大学院に進学した

2 0 0 8 年に難治性疾患を発症｡ 在宅で綿病 しなが ら難病政策､ 博幸者福祉 ､ 社会保

障制度のあり方 につ いて執筆や発言を続ける ｡ 難病当事者の生活実態の 聞き取り

や政策凛青も行い ､ 大学院で研究も している｡ 現在､ 明治学院大学大学院社会学研

究科社会学専攻博士前期課程 ｡

2 01 2 年､ 羊5 回r(池巴晶子記念) わ たく し､ つ まリN o b o d y 礼 受1 . 20 1 2 年7 月

か ら内閣府障害者政策委員会差別禁止部会専門委員として障害者差別解消法の

骨子策定に参与｡ 著書に｢ 因 っ てるひと』､r さ らさ らさん｣ (共にポプラ社) など｡

私たち｢ 条例の金仙台｣ の日経す毛の｡
理由は様々ですが､ 心身の機能障害か ら生じる社会での不利

(生きにくさ) を解消するために . 陣書､ 差別 ･ 虚構､ 生活 ･ 社会軍

機の申にある障壁(バリア) に つ いて
一

緒に考え､ 仙台市民の理

解を基に､ 惟も差別 しない ､ さ れ ないまちづくりを進めること

を巨的とした条例制値をめざしています ｡

この条例は ､ 将来に渡りさらに

多くの市民にr仙台市は人にやさ

しく . 住み やす い｣ と恩憑をもた

らすことで し ょう｡ こ の機会lこ.

障害が特別なものではないこと､

社会の中にある障壁や差別 ､ 膚特

につ いて 一

緒に考えて ､ 椎もが住

み やすし仙 台市となるよう ~

緒

認諾琶1こめざしましょう!

｢ 条例の全仏台｣ っ 7 ビんな田條 ?
r粧もが暮らしやすいまちづくりをすすめる仙台連絡協書会

(愛称:条例の会仙台)｣ は､ 国連で採択された胃書者権利集約の批

准と仙台市における陣葛篭の権利に関する条例の制定を実現し､

l■害のある市民もない市民も ､ 共 に暮らしやすい鞄祉のまち

づく りを進める ため に､ 2 0 0 9 年1 0 月2 1 日に発足 しました｡

2 0 0 6 年1 2 月に四運で｢障害者権利条約｣ が採択されて から､

既に1 4 1 ケ 正で集約を批准して います ｡( 日本は ､ 2 0 1 4 年1 月

2 0 日に集約批准正になりました)

私たちは現在2 2 団体が参加して ､ 仙台市に陣青書差別禁止条例

を制定するため に様々な活動をして きました｡ 昨年の 7 月に

仙台市長が条例をつ くることを約束 してからは､ ｢陣書孝養別

のない社会を実溺で舌る条例｣ をつ く っ てもらうべく積極的に

提言をしています｡ これから私たちは､ たくさんの市民に払たち

が開く催しに参加してもらい ､

一

繕に条例を作りたいのです ｡
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